
 

【評価基準】

評　点

5
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注） 実績評価：令和5年度で終了した課題

中間評価：原則として研究開始２年目の課題

令和６年度山口県水産研究センター外部評価委員会

　      評価結果

　令和６年８月２２日(木)　１０時～１２時　（欠席委員には9月10日に個別説明済み）

　山口県水産研究センター　内海研究部　会議室

　藤井徹生（座長）、白石隆倖、吉冨崇子、波田慎治、田中龍二（9月10日：濱田秀樹）

山口県水産研究センター外部評価委員会規程第5条第2項(2)に基づき選定した課題毎に同規程に定める評
価基準(下表)により５段階評価を実施

　  外部評価実施年月日

　  外部評価実施場所

評価結果

　  外部評価委員【７名】

外部評価の対象及び評価方法

海洋観測（内海）　（中間評価）

総合評価(５課題平均)　3.9点　　個別課題評価　　3.7～4.1点　【詳細結果は別紙のとおり】

新たな漁業調査船による資源調査　（中間評価）

主要底魚類(ヒラメ・かれい類・アカアマダイ等）の資源動向に関する研究　（実績評価）

シロアマダイの種苗生産技術開発　（中間評価）

定置網漁業等における数量管理のための技術開発　（中間評価）　   評価対象課題名

 計画を大幅に下回り、成果が期待できない（成果は期待を大きく下回った）。

 計画をやや下回り、現状ではあまり成果が期待できない（成果は期待をやや下回った）。

 計画どおりである。成果が期待できる（期待した成果が得られた）。

 計画をやや上回る。かなり成果が期待できる（期待を上回る成果が得られた）。

 計画以上である。大きな成果が期待できる（大きな成果が得られた）。

評　価　基　準　※（　）内は実績の評価基準



 

 

 

 

 





 





 





 







 






